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(57)【要約】
【課題】バッテリ交換時の再セッティングの手間を省く
とともに、人為的なミスによるセッティングのずれを防
止することができる内視鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡装置１は、本体部３に接続された挿
入部２と、挿入部２の先端部に配置された対物レンズ８
により取り込んだ被写体像を撮像するＣＣＤ９と、ＣＣ
Ｄ９で得られた信号を信号処理する画像処理部２２と、
本体部３の電源がＯＦＦされた際の制御パラメータを使
用するか否かを制御するシステム制御部３０と、を有す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部に接続された挿入部と、
　前記挿入部の先端部に配置された対物レンズにより取り込んだ被写体像を撮像する撮像
部と、
　前記撮像部で得られた信号を信号処理する画像処理部と、
　前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制御パラメータを使用するか否かを制御する制御
部と、
を有することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制御パラメータを保持するパラメータ記憶部を有
し、
　前記制御部は、前記本体部の電源がＯＦＦされた際に、前記制御パラメータを使用する
か保持するか否かをユーザに選択させるための選択画面を出力するように前記画像処理部
を制御し、前記選択画面で前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制御パラメータを保持す
ることが選択された場合、前記パラメータ記憶部に前記本体部の電源がＯＦＦされた際の
制御パラメータを保持したことを示すフラグ情報、及び、前記本体部の電源がＯＦＦされ
た際の制御パラメータを書き込むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記本体部内の各回路に電源を供給する電源供給部を有し、
　前記制御部は、前記電源供給部の電源の残量を検出し、前記電源の残量が閾値以下の場
合、前記パラメータ記憶部に前記フラグ情報及び前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制
御パラメータを書き込むことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記本体部の電源がＯＮされた際、前記本体部の電源がＯＦＦされた際
の制御パラメータを保持したことを示すフラグ情報が前記パラメータ記憶部に記憶されて
いる場合、前記パラメータ記憶部に書き込まれた前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制
御パラメータで起動することを特徴とする請求項２または３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記パラメータ記憶部に複数の制御パラメータを書き込み、前記本体部
の電源がＯＮされた際、前記複数の制御パラメータのうち、いずれの制御パラメータで起
動するかをユーザに選択させることを特徴とする請求項２または３に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記パラメータ記憶部は、デフォルトパラメータを保持し、
　前記制御部は、前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制御パラメータを保持したことを
示すフラグ情報が前記パラメータ記憶部に記憶されていない場合、前記デフォルトパラメ
ータで起動することを特徴とする請求項２から５のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記挿入部の先端部を湾曲させる湾曲制御部を有し、
　前記制御パラメータは、湾曲モードの情報及び前記湾曲制御部の湾曲制御状態の情報を
含むことを特徴とする請求項１から６のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記制御パラメータは、前記画像処理部に設定されている情報、メニュー設定の情報、
表示状態の情報を含むことを特徴とする請求項１から７のいずれか１つに記載の内視鏡装
置。
【請求項９】
　前記本体部内の各回路に電源を供給する電源供給部を有し、
　前記制御部は、前記電源供給部の電源交換の有無に応じて前記本体部の電源がＯＦＦさ
れた際の制御パラメータを使用するか否かを制御することを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡装置。
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【請求項１０】
　前記電源供給部は、前記電源交換の有無を検知するスイッチを有することを特徴とする
請求項９に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制御パラメータを保持するパラメータ記憶部を有
し、
　前記制御部は、前記本体部の電源がＯＮされた際に、前記パラメータ記憶部に保持され
た前記制御パラメータを使用するか否かを制御することを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関し、特に、バッテリ交換時の操作性を向上させることができ
る内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、体腔内に細長の挿入部を挿入することにより、体腔内臓器等を観察したり、必要
に応じ処置具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各種治療処置のできる内視鏡装置が
広く利用されている。また、工業用分野においても、ボイラ、タービン、エンジン、化学
プラント等の内部の傷、腐食等の観察、検査に工業用内視鏡装置が広く用いられている。
【０００３】
　このような工業用内視鏡装置では、ユーザの検査環境が様々であり、例えば狭い場所で
の検査を強いられることがある。そのため、近年では、小型／携帯性を重視した工業用内
視鏡装置の需要が高まっており、このような内視鏡装置として、例えばバッテリで動作す
るバッテリ駆動式の内視鏡装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　一般的に、バッテリ駆動式の内視鏡装置では、連続検査時間が１．５時間から２時間程
度である。これに対して、ユーザによる検査時間は、例えば１時間程度の短時間のものか
ら４時間程度の長時間になることもある。検査場所や検査環境によっては電源を準備でき
ないことも多く、長時間の検査になるに従い、バッテリを交換する頻度が多くなる。
【０００５】
　バッテリ駆動式の内視鏡装置を用いて長時間の検査を行う場合、バッテリの残量が少な
くなる状況があり、バッテリの交換を行う必要がある。ユーザは、バッテリを交換する場
合、内視鏡装置の電源をＯＦＦしてからバッテリを交換し、電源を再度ＯＮ（再起動）す
る必要がある。
【０００６】
　通常、ユーザが内視鏡装置の電源をＯＮ（起動）した場合、セッティングがデフォルト
状態で内視鏡装置が起動する。その後、ユーザは、明るさ調整、ズーム調整及び湾曲調整
等のセッティングを手動で行い、内視鏡装置を検査に最適な状態にセッティングしてから
検査を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－３２３８８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、ユーザがバッテリを交換して内視鏡装置を再起動した場合、その最適な
状態のセッティングが失われ、セッティングがデフォルト状態に戻ってしまう。そのため
、ユーザは、内視鏡装置を最適な状態に再度セッティングする必要があり、手間がかかっ
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ていた。また、ユーザが手動でセッティングを行うため、人為的なミスにより、バッテリ
交換前後でセッティングにずれが生じ、再検査が必要になることがあった。
【０００９】
　そこで、本発明は、バッテリ交換時の再セッティングの手間を省くとともに、人為的な
ミスによるセッティングのずれを防止することができる内視鏡装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、本体部に接続された挿入部と、前記挿入部の先端部に
配置された対物レンズにより取り込んだ被写体像を撮像する撮像部と、前記撮像部で得ら
れた信号を信号処理する画像処理部と、前記本体部の電源がＯＦＦされた際の制御パラメ
ータを使用するか否かを制御する制御部と、を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の内視鏡装置によれば、バッテリ交換時の再セッティングの手間を省くとともに
、人為的なミスによるセッティングのずれを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施の形態に係る内視鏡装置の全体構成を示す図である。
【図２】パラメータ記憶部３１の構成の一例を説明するための図である。
【図３】バッテリ交換選択画面の一例を説明するための図である。
【図４】第１の実施形態に係るバッテリ交換時の処理の流れの例を説明するためのフロー
チャートである。
【図５】ＬＣＤ４に表示されるバッテリ３６の残量の一例を説明するための図である。
【図６】第２の実施形態に係るバッテリ交換時の処理の流れの例を説明するためのフロー
チャートである。
【図７】第３の実施形態に係るバッテリ交換時の処理の流れの例を説明するためのフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１４】
（第１の実施の形態）
　まず、図１を用いて、本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の構成について説明する
。図１は、第１の実施の形態に係る内視鏡装置の全体構成を示す図である。
【００１５】
（全体構成）
　図１に示すように、内視鏡装置１は、細長で可撓性を有する挿入部２と、この挿入部２
が着脱自在に接続され、挿入部２に搭載された撮像素子から出力された撮像信号に対して
信号処理を行う本体部３と、この本体部３から出力される画像信号が入力されることによ
り撮像素子で撮像された画像を内視鏡画像として表示する表示部としてのＬＣＤ４とを有
して構成されている。
【００１６】
　本体部３には、記録媒体５が取り付け可能となっており、記録媒体５に静止画、動画記
録が可能となっている。また、挿入部２と本体部３との着脱部分には、それぞれ電気的な
接続を行うための着脱コネクタ６ａ及び６ｂ、湾曲用ワイヤを接続する湾曲ワイヤ接続機
構７ａ及び７ｂが配置されている。
【００１７】
　挿入部２の先端部には、対物レンズ８が取り付けてあり、その結像位置に撮像素子とし
て例えば電荷結合素子（以下、ＣＣＤと略記）９が配置されている。また、挿入部２の先
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端部には、被検体を照明する照明用のＬＥＤ１０と、湾曲用ワイヤを固定するワイヤ固定
部１１と、先端部の温度を計測するサーミスタ１２とが配置されている。
【００１８】
　また、本体部３は、プリアンプ２０と、アナログフロントエンド（以下、ＡＦＥと略記
）２１と、画像処理部２２と、タイミングジェネレータ２３と、ＣＣＤドライブ回路２４
と、ＬＥＤドライブ回路２５と、湾曲制御部２６と、ＵＤ湾曲モータ２７と、ＲＬ湾曲モ
ータ２８と、ユーザインターフェース２９と、システム制御部３０と、パラメータ記憶部
３１と、電源ボタン３２と、電圧変換部３３とを有して構成される。システム制御部３０
は、画像記録部３４と、ＬＣＤコントローラ３５とを有して構成される。さらに、本体部
３には、バッテリ３６が着脱自在に構成されている。バッテリ３６からの電圧は、電圧変
換部３３により、例えば１２Ｖから３．３Ｖに変換された後、システム制御部３０を含め
た各回路に供給される。
【００１９】
（ＬＥＤ制御）
　挿入部２の先端部に配置された照明用のＬＥＤ１０は、挿入部２内に挿通されたケーブ
ルを介してＬＥＤドライブ回路２５と接続されている。このＬＥＤドライブ回路２５は、
システム制御部３０と接続されている。ＬＥＤドライブ回路２５は、システム制御部３０
のＬＥＤ点灯信号により、ＬＥＤ１２の点灯／消灯を制御する。システム制御部３０は、
ユーザインターフェース２９からの入力（ＬＥＤ１２のＯＮ／ＯＦＦ信号）を受け取り、
ＬＥＤドライブ回路２５を制御する。
【００２０】
（湾曲制御）
　挿入部２の先端部にはワイヤ固定部１１が配置されており、このワイヤ固定部１１に４
本のワイヤが接続されている。それらの４本のワイヤは、先端部を上下左右方向に湾曲さ
せるものであり、上下方向を制御する２本のワイヤはＵＤ湾曲モータ２７に接続され、左
右方向を制御する２本のワイヤはＲＬ湾曲モータ２８に接続されている。なお、図１にお
いては、ＵＤ湾曲モータ２７及びＲＬ湾曲モータ２８に接続されるワイヤをそれぞれ１本
のみ記載している。
【００２１】
　ＵＤ湾曲モータ２７、及び、ＲＬ湾曲モータ２８は、それぞれ湾曲制御部２６に接続さ
れている。この湾曲制御部２６は、システム制御部３０に接続さている。
【００２２】
　ユーザインターフェース２９には、挿入部２の先端部を湾曲させる湾曲用ジョイスティ
ックが搭載されており、その湾曲用ジョイスティックを上下方向に傾倒されると、システ
ム制御部３０は湾曲制御部２６に上下方向湾曲指示信号を送信する。湾曲制御部２６は、
受信した上下方向湾曲指示信号に基づいて、ＵＤ湾曲モータ２７を駆動制御してＵＤ湾曲
モータ２７に接続さているワイヤを牽引する。それにより、挿入部２の先端部を上下方向
に湾曲することができる。
【００２３】
　左右方向の湾曲も同様に、挿入部２の先端部を湾曲させる湾曲用ジョイスティックが左
右方向に傾倒されると、システム制御部３０は湾曲制御部２６に左右方向湾曲指示信号を
送信する。湾曲制御部２６は、受信した左右方向湾曲指示信号に基づいてＲＬ湾曲モータ
２８を駆動制御してＲＬ湾曲モータ２８に接続さているワイヤを牽引する。それにより、
挿入部２の先端部を左右方向に湾曲することができる。
【００２４】
（画像処理）
　ＬＥＤ１２により照明された被写体は、挿入部２の先端部に配置された対物レンズ８の
結像位置に配置された、撮像部としてのＣＣＤ９に結像され、光電変換される。このＣＣ
Ｄ９に接続される複合同軸ケーブルは、ＣＣＤドライブ回路２４及びプリアンプ２０に接
続される。
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【００２５】
　ＣＣＤドライブ回路２４は、タイミングジェネレータ２３から、ＣＣＤ９を駆動するた
めのタイミング信号を受信する。そして、ＣＣＤドライブ回路２４は、受信したタイミン
グ信号に対して、ＣＣＤ９までの伝送路長（複合同軸ケーブルの長さ）に応じたドライブ
処理を施して、ＣＣＤ駆動信号としてＣＣＤ９に伝送する。
【００２６】
　ＣＣＤ９は、ＣＣＤドライブ回路２４からのＣＣＤ駆動信号のタイミングに基づいて光
電変換を行い、ＣＣＤ出力信号（撮像信号）を出力する。このＣＣＤ出力信号は、複合同
軸ケーブルを介してプリアンプ２０に入力される。プリアンプ２０は、複合同軸ケーブル
での伝送により減衰した信号レベルを補うためにＣＣＤ出力信号を増幅する。
【００２７】
　プリアンプ２０により増幅されたＣＣＤ出力信号は、ＡＦＥ２１に入力される。ＡＦＥ
２１は、プリアンプ２０により増幅されたＣＣＤ出力信号に、ＣＤＳ処理（相関２重サン
プリング処理）、ＡＧＣ処理（オートゲインコントロール処理）、及びＡＤ変換処理を施
し、画像処理部２２に出力する。
【００２８】
　画像処理部２２は、ＣＣＤ９により得られた信号に対して、ホワイトバランス、電子Ｚ
ＯＯＭ、色補正、コントラスト補正、ＡＥ制御、フリーズ等の各種カメラ信号処理を行う
。画像処理部２２は、システム制御部３０と通信を行い、システム制御部３０がユーザイ
ンターフェース２９からの入力（ＺＯＯＭ信号、Brightness信号等）を受け取り、それぞ
れに対応した指示を画像処理部２２に対して出力し、その指示に従って画像処理部２２が
各処理を行う。画像処理部２２は、これらの各処理を行った画像信号を画像記録部３４及
びＬＣＤコントローラ３５に出力する。
【００２９】
（画像記録）
　画像記録部３４は、静止画記録、動画記録の制御を行う。画像記録部３４に画像処理部
２２を介して入力された画像信号は、画像記録部３４内の図示しないエンコーダにより圧
縮され、静止画、若しくは動画として記録媒体５に記録される。この画像記録動作は、シ
ステム制御部３０がユーザインターフェース２９からの入力に基づいて記録信号を送信し
て、それを画像記録部３４が受信した場合に行われる。なお、画像記録部３４は、一旦画
面のフリーズが実施しされた後に記録をする場合には静止画撮影（静止画記録）を行い、
フリーズが実施されずに記録をする場合には動画撮影（動画記録）を行う。
【００３０】
　また、記録媒体５に記録されている静止画、若しくは動画は、画像記録部３４内の図示
しないデコーダにより伸張され、ＬＣＤコントローラ３５に出力され、ＬＣＤ４に出力さ
れる。この画像再生動作は、システム制御部３０がユーザインターフェース２９からの入
力に基づいて再生信号を送信して、それを画像記録部３４が受信した場合に行われる。
【００３１】
（ＬＣＤ表示）
　画像記録部３４より出力された画像信号は、ＬＣＤコントローラ３５に出力される。Ｌ
ＣＤコントローラ３５では、接続されているＬＣＤ４に最適な画像処理(ガンマ補正、輪
郭補正、スケーリング、ＲＧＢ変換、等)を画像信号に施し、ＬＣＤ４に画像を出力する
。ＬＣＤ４は、入力された画像信号に基づき画像信号を表示画像として表示する。
【００３２】
（温度制御）
　挿入部２の先端部に配置されたサーミスタ１２は、ケーブルを介してシステム制御部３
０と接続されている。システム制御部３０は、サーミスタ１２からの情報に基づき、挿入
部２の先端の温度情報をＬＣＤ４に表示する。また、システム制御部３０は、挿入部２の
先端部の温度が所定の温度以上になった場合、温度上昇の警告をＬＣＤ４に表示する。
【００３３】
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（パラメータ保持）
　パラメータ記憶部３１は、システム制御部３０に接続されており、ユーザインターフェ
ース２９からの入力状態、画像処理部２２の画像処理パラメータ、湾曲制御に関する湾曲
制御パラメータ等、ユーザ操作により変更される各種パラメータを記憶することができる
。
【００３４】
　図２は、パラメータ記憶部３１の構成の一例を説明するための図である。図２に示すよ
うに、パラメータ記憶部３１は、デフォルトパラメータが記憶されている領域４１と、バ
ッテリ交換選択情報が記憶される領域４２と、現在の各種パラメータ（バッテリ交換用パ
ラメータ）が記憶される領域４３と備えている。
【００３５】
　ユーザが電源ボタン３２を押下して内視鏡装置１の電源をＯＮすると、システム制御部
３０は、パラメータ記憶部３１からデフォルトパラメータを読み出し、読み出したデフォ
ルトパラメータで内視鏡装置１を起動する。
【００３６】
　ユーザが電源ボタン３２をもう一度押下して内視鏡装置１の電源をＯＦＦすると、制御
部としてのシステム制御部３０は、直ちに内視鏡装置１の電源をＯＦＦせずに、現在のパ
ラメータ（制御パラメータ）を保持するか否かをユーザに選択させるためのバッテリ交換
選択画面をＬＣＤ４に表示する。なお、バッテリ交換選択画面は、ＬＣＤ４に表示するこ
とに限定されるものではなく、例えばＬＣＤ４上にタッチパネルを設け、このタッチパネ
ルにバッテリ交換選択画面を表示するようにしてもよい。
【００３７】
　図３は、バッテリ交換選択画面の一例を説明するための図である。図３に示すように、
バッテリ交換選択画面４４は、バッテリ交換ボタン４５と、電源ＯＦＦボタン４６とを備
えている。ユーザは、検査中にバッテリ３６の残量が減少し、バッテリ３６の交換を行う
場合、バッテリ交換ボタン４５を選択する。一方、ユーザは、検査が終了し、内視鏡装置
１の電源をＯＦＦする場合、電源ＯＦＦボタン４６を選択する。
【００３８】
　バッテリ交換ボタン４５が選択されると、システム制御部３０は、パラメータ記憶部３
１の領域４２にバッテリ交換選択情報を書き込み、領域４３に現在のバッテリ交換用パラ
メータ（現在の各種パラメータ）を書き込む。
【００３９】
　バッテリ交換用パラメータは、電源がＯＦＦされる直前に内視鏡装置１に設定されてい
るパラメータである。また、バッテリ交換選択情報は、例えばフラグ情報であり、バッテ
リ交換ボタン４５が選択されていない場合、「０」が書き込まれており、バッテリ交換ボ
タン４５が選択された場合、「１」が書き込まれる。
【００４０】
　ユーザがバッテリ３６を交換し、電源ボタン３２を押下すると、システム制御部３０は
、パラメータ記憶部３１の領域４２にバッテリ交換選択情報があるか否かを判定する。す
なわち、システム制御部３０は、パラメータ記憶部３１の領域４２にフラグ情報として「
０」が書き込まれているか、「１」が書き込まれているかを判定する。
【００４１】
　システム制御部３０は、パラメータ記憶部３１の領域４２にバッテリ交換選択情報がな
い場合、すなわち、フラグ情報として「０」が書き込まれている場合、通常の起動と判断
する。そして、システム制御部３０は、パラメータ記憶部３１の領域４１に記憶されてい
るデフォルトパラメータを読み出し、内視鏡装置１を起動する。
【００４２】
　一方、システム制御部３０は、パラメータ記憶部３１の領域４２にバッテリ交換選択情
報がある場合、すなわち、フラグ情報として「１」が書き込まれている場合、バッテリ交
換後の起動と判断する。そして、システム制御部３０は、パラメータ記憶部３１に記憶さ
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れているバッテリ交換用パラメータを読み出し、内視鏡装置１を起動する。
【００４３】
　バッテリ交換用パラメータは、バッテリ３６が交換される直前の制御パラメータであり
、湾曲モード、挿入部２の先端部の湾曲させるための湾曲制御部２６の状態の情報、画像
処理部２２に設定されている明るさ情報、文字の大きさ等のメニュー設定の情報、サムネ
イルの設定等の表示状態の情報を含んでいる。なお、バッテリ交換用パラメータは、パラ
メータ記憶部３１に記憶されるが、これに限定されるものではない。例えば、湾曲制御部
２６の状態の情報は、湾曲制御部２６内の図示しない記憶部に記憶し、画像処理部２２に
設定されている明るさ情報は、画像処理部２２内の図示しない記憶部に記憶するようにし
てもよい。
【００４４】
　湾曲制御部２６の状態の情報は、ＵＤ湾曲モータ２７、及び、ＲＬ湾曲モータ２８の駆
動量、すなわち、ＵＤ湾曲モータ２７、及び、ＲＬ湾曲モータ２８が牽引しているワイヤ
の牽引量を含む。
【００４５】
　システム制御部３０は、バッテリ３６の交換後に電源ボタン３２が押下されると、バッ
テリ交換選択情報を参照し、バッテリ交換用パラメータで内視鏡装置１を起動することで
、バッテリ交換前の各種パラメータで検査を再開することができる。
【００４６】
　例えば、ユーザがバッテリ３６の交換後に挿入部２の先端部の湾曲状態をバッテリ３６
の交換前の湾曲状態に手動で戻す場合、バッテリ３６の交換前の湾曲状態とずれが生じる
ことがある。この場合、バッテリ３６の交換前後で検査している個所が変わってしまい、
検査漏れが発生する虞がある。
【００４７】
　これに対して、内視鏡装置１は、バッテリ３６の交換時には、バッテリ交換用パラメー
タで起動することで、バッテリ交換前の湾曲状態で再開することができるため、検査漏れ
が発生することがなくなる。
【００４８】
　なお、パラメータ記憶部３１に記憶されるバッテリ交換用パラメータは、１つであるが
、これに限定されることなく、複数のバッテリ交換用パラメータを記憶するようにしても
よい。上述した説明では、パラメータ記憶部３１に記憶されるバッテリ交換用パラメータ
は、バッテリ３６の交換時に電源がＯＦＦされたときのパラメータであるが、例えば、シ
ステム制御部３０は、検査中に設定を変更した際のパラメータ、静止画を記録媒体５に記
録した際のパラメータ、及び、動画を記録媒体５に記録した際のパラメータ等をバッテリ
交換用パラメータとしてパラメータ記憶部３１に記憶する。そして、システム制御部３０
は、電源がＯＮされたされた場合、パラメータ記憶部３１に記憶された複数のバッテリ交
換用パラメータからいずれのパラメータで起動するかをユーザに選択させるようにしても
よい。
【００４９】
　次に、このように構成された内視鏡装置１のバッテリ交換時の処理について説明する。
図４は、第１の実施形態に係るバッテリ交換時の処理の流れの例を説明するためのフロー
チャートである。
【００５０】
　まず、ユーザが電源ボタン３２を押下することにより、内視鏡装置１の電源がＯＮされ
る（ステップＳ１）。内視鏡装置１の電源がＯＮされると、システム制御部３０は、パラ
メータ記憶部３１からデフォルトパラメータを読み出し、デフォルトパラメータで内視鏡
装置１を起動する（ステップＳ２）。次に、ユーザ操作により各種パラメータが設定され
る（ステップＳ３）。この各種パラメータの設定は、ユーザインターフェース２９、ある
いは、ＬＣＤ４上に設けられたタッチパネル等で行われる。
【００５１】
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　次に、ユーザが電源ボタン３２を押下することにより、内視鏡装置１の電源がＯＦＦさ
れると（ステップＳ４）、システム制御部３０の制御により、画像処理部２２はバッテリ
交換選択画面４４をＬＣＤ４に表示する（ステップＳ５）。
【００５２】
　次に、システム制御部３０は、バッテリ交換ボタン４５が選択されたか否かを判定する
（ステップＳ６）。バッテリ交換ボタン４５が選択された場合、ＹＥＳとなり、システム
制御部３０は、バッテリ交換選択情報、及び、バッテリ交換用パラメータ（現在の各種パ
ラメータ）をパラメータ記憶部３１に書き込む（ステップＳ７）。なお、バッテリ交換用
パラメータは、デフォルトパラメータを消去しないように、デフォルトパラメータが記憶
されているパラメータ記憶部３１の領域４１とは異なる領域４３に記憶される。その後、
システム制御部３０は、内視鏡装置１の電源をＯＦＦする（ステップＳ８）。一方、ステ
ップＳ６において、バッテリ交換ボタン４５が選択されなかった場合（より具体的には、
電源ＯＦＦボタン４６が選択された場合）、ＮＯとなり、システム制御部３０は、ステッ
プＳ８に進み、内視鏡装置１の電源をＯＦＦする。
【００５３】
　ユーザによりバッテリが交換され（ステップＳ９）、ユーザが電源ボタン３２を押下す
ることにより、内視鏡装置１の電源がＯＮされると（ステップＳ１０）、システム制御部
３０は、パラメータ記憶部３１にバッテリ交換選択情報があるか否かを判定する（ステッ
プＳ１１）。
【００５４】
　パラメータ記憶部３１にバッテリ交換選択情報がある場合、ＹＥＳとなり、システム制
御部３０は、バッテリ交換用パラメータで内視鏡装置１を起動し、バッテリ交換選択情報
をクリアする（ステップＳ１２）。その後、ステップＳ３に戻り、同様の処理を繰り返す
。一方、パラメータ記憶部３１にバッテリ交換選択情報がない場合、ＮＯとなり、システ
ム制御部３０は、デフォルトパラメータで内視鏡装置１を起動する（ステップＳ１３）。
その後、ステップＳ３に戻り、同様の処理を繰り返す。
【００５５】
　以上のように、システム制御部３０は、電源がＯＦＦされた場合、直ちに電源をＯＦＦ
せずに、バッテリ交換選択画面４４をＬＣＤ４に表示し、バッテリ３６を交換するか否か
をユーザに選択させるようにした。システム制御部３０は、バッテリ３６の交換が選択さ
れた場合、バッテリ交換選択情報、及び、バッテリ交換用パラメータ（現在のパラメータ
）をパラメータ記憶部３１に記憶してから電源をＯＦＦにする。そして、システム制御部
３０は、バッテリ３６の交換後に電源がＯＮされると、バッテリ交換選択情報を参照して
、パラメータ記憶部３１にバッテリ交換選択情報がある場合、パラメータ記憶部３１から
バッテリ交換用パラメータを読み出して、内視鏡装置１を起動するようにした。すなわち
、システム制御部３０は、電源がＯＦＦされた際のパラメータを使用するか否かを制御し
ている。
【００５６】
　この結果、内視鏡装置１は、ユーザがバッテリ３６の交換後に各種パラメータを手動で
設定する必要がなくなる。さらに、内視鏡装置１は、ユーザがバッテリ３６の交換前後で
各種パラメータを手動で設定する必要がなくなるため、バッテリ３６の交換前後での各種
パラメータのずれがなくなり、パラメータのずれ等による再検査が発生することがない。
【００５７】
　よって、本実施形態の内視鏡装置によれば、バッテリ交換時の再セッティングの手間を
省くとともに、人為的なミスによるセッティングのずれを防止することができる。
【００５８】
（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。
【００５９】
　第２の実施形態では、バッテリ３６の残量を検出して、バッテリ交換選択情報、及び、
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バッテリ交換用パラメータをパラメータ記憶部３１に書き込むか否かを自動的に判定する
内視鏡装置について説明する。なお、内視鏡装置１の全体構成は、第１の実施形態と同様
であり、以下では第１の実施形態と異なる制御について説明する。
【００６０】
　システム制御部３０は、電圧変換部３３の電圧を監視することで、バッテリ３６の残量
を検出する。そして、システム制御部３０は、検出したバッテリ３６の残量をＬＣＤ４に
表示する。
【００６１】
　図５は、ＬＣＤ４に表示されるバッテリ３６の残量の一例を説明するための図である。
図５に示すように、システム制御部３０は、画像処理部２２を制御し、ＬＣＤ４の所定の
領域に検出したバッテリ３６の残量を示すインジケータ４７を表示する。
【００６２】
　また、システム制御部３０は、電源をＯＦＦするためにユーザにより電源ボタン３２が
押下されると、バッテリ３６の残量を検出し、検出したバッテリ３６の残量が閾値以下か
否かを判定する。システム制御部３０は、バッテリ３６の残量が閾値以下の場合、バッテ
リ３６の交換のために電源がＯＦＦされたと判断し、バッテリ交換選択情報、及び、バッ
テリ交換用パラメータ（現在の各種パラメータ）をパラメータ記憶部３１に記憶する。そ
の後、システム制御部３０は、内視鏡装置１の電源をＯＦＦにする。一方、システム制御
部３０は、バッテリ３６の残量が閾値以下でない場合、検査が終了した際に電源ボタン３
２が押下されたと判断し、内視鏡装置１の電源を直ちにＯＦＦにする。
【００６３】
　より具体的には、システム制御部３０は、例えば、バッテリ３６の残量が１０％以下の
ときに電源がＯＦＦされると、バッテリ３６の交換のために電源ボタン３２が押下された
と判断し、バッテリ交換選択情報、及び、バッテリ交換用パラメータをパラメータ記憶部
３１に記憶する。一方、システム制御部３０は、例えば、バッテリ３６の残量が１０％よ
り高いときに電源がＯＦＦされると、検査の終了した検査が終了した際に電源ボタン３２
が押下されたと判断し、内視鏡装置１の電源を直ちにＯＦＦにする。
【００６４】
　次に、このように構成された内視鏡装置１のバッテリ交換時の処理について説明する。
図６は、第２の実施形態に係るバッテリ交換時の処理の流れの例を説明するためのフロー
チャートである。なお、図６において、図４と同様の処理においては、同一の符号を付し
て説明を省略する。
【００６５】
　ステップＳ４において、ユーザが電源ボタン３２を押下することにより、内視鏡装置１
の電源がＯＦＦされると、システム制御部３０は、バッテリ３６の残量を検出する（ステ
ップＳ２１）。次に、システム制御部３０は、検出したバッテリ３６の残量が閾値以下か
否かを判定する（ステップＳ２２）。
【００６６】
　バッテリ３６の残量が閾値以下の場合、ＹＥＳとなり、システム制御部３０は、ステッ
プＳ７において、バッテリ交換選択情報、及び、現在の各種パラメータ（バッテリ交換用
パラメータ）をパラメータ記憶部３１に書き込んだ後、ステップＳ８において、内視鏡装
置１の電源をＯＦＦする。一方、バッテリ３６の閾値以下でない場合、システム制御部３
０は、ステップＳ８において、内視鏡装置１の電源をＯＦＦする。
【００６７】
　その後の処理は、図４と同様であり、ステップＳ１０において、内視鏡装置１の電源が
ＯＮされると、ステップＳ１１において、システム制御部３０は、パラメータ記憶部３１
にバッテリ交換選択情報があるか否かを判定する。そして、システム制御部３０は、パラ
メータ記憶部３１にバッテリ交換選択情報がある場合、ステップＳ１２において、バッテ
リ交換用パラメータで内視鏡装置１を起動し、バッテリ交換選択情報をクリアする。一方
、システム制御部３０は、パラメータ記憶部３１にバッテリ交換選択情報がない場合、デ
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フォルトパラメータで内視鏡装置１を起動する。
【００６８】
　以上のように、システム制御部３０は、バッテリ３６の残量を検出して、バッテリ３６
の残量が閾値以下の場合、バッテリ交換選択情報、及び、バッテリ交換用パラメータをパ
ラメータ記憶部３１に記憶するようにしている。この結果、ユーザは、電源ボタン３２を
押下した後に、バッテリ交換選択画面により、バッテリ交換選択情報、及び、バッテリ交
換用パラメータをパラメータ記憶部３１に記憶させるか否かを選択する必要がなくなる。
また、内視鏡装置１は、電源ボタン３２が押下された後に、バッテリ交換選択画面をＬＣ
Ｄ４に表示させる処理を行う必要がなくなる。
【００６９】
　よって、第２の実施形態の内視鏡装置によれば、第１の実施形態と同様に、バッテリ交
換時の再セッティングの手間を省くとともに、人為的なミスによるセッティングのずれを
防止することができる。さらに、第２の実施形態の内視鏡装置によれば、バッテリ交換選
択画面４４を表示してユーザに選択させることなく、バッテリ交換の有無を判定し、バッ
テリ交換情報、及び、バッテリ交換用パラメータを自動的にパラメータ記憶部３１に記憶
することができる。
【００７０】
（第３の実施形態）
　次に、第３の実施形態について説明する。
　第３の実施形態では、図示しないバッテリ蓋に取り付けられたインターロックスイッチ
の状態に応じて、バッテリ交換用パラメータ、デフォルトパラメータのいずれかで起動す
る内視鏡装置について説明する。なお、内視鏡装置１の全体構成は、第１の実施形態と同
様であり、以下では第１の実施形態と異なる制御について説明する。
【００７１】
　図７は、第３の実施形態に係るバッテリ交換時の処理の流れの例を説明するためのフロ
ーチャートである。なお、図７において、図４と同様の処理においては、同一の符号を付
して説明を省略する。
【００７２】
　第３の実施形態では、システム制御部３０は、ユーザからの指示が無くとも、内視鏡装
置１の電源がＯＦＦされた時には常に現在のパラメータ（制御パラメータ）をパラメータ
記憶部３１に書き込む。すなわち、ステップＳ４において、ユーザが電源ボタン３２を押
下することにより、内視鏡装置１の電源がＯＦＦされると、システム制御部３０は、バッ
テリ交換用パラメータ（現在の各種パラメータ）をパラメータ記憶部３１に書き込む（ス
テップＳ３１）。
【００７３】
　その後、ステップＳ１０において、ユーザが電源ボタン３２を押下することにより、内
視鏡装置１の電源がＯＮされると、システム制御部３０は、バッテリ交換を示す信号が入
力されているか否かを判定する（ステップＳ３２）。バッテリ交換を示す信号がシステム
制御部３０に入力されている場合、ＹＥＳとなり、システム制御部３０は、バッテリ交換
用パラメータで内視鏡装置１を起動する（ステップＳ３３）。その後、ステップＳ３に戻
り、同様の処理を繰り返す。一方、バッテリ交換を示す信号がシステム制御部３０に入力
されていない場合、ＮＯとなり、ステップＳ１３において、システム制御部３０は、デフ
ォルトパラメータで内視鏡装置１を起動する。その後、ステップＳ３に戻り、同様の処理
を繰り返す。
【００７４】
　ここで、バッテリ交換を示す信号について説明する。本実施形態では、図示しないバッ
テリ蓋の開閉に連動したインターロックスイッチがバッテリ蓋に搭載され、そのスイッチ
信号がバッテリ交換を示す信号としてシステム制御部３０に入力される。バッテリ蓋が開
いている状態でシステムを起動した場合に、バッテリ交換を示すスイッチ信号がシステム
制御部３０に送信される。そのスイッチ信号は、バッテリ蓋が開いているか否かによって
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、High／Lowが切り替わる。例えば、バッテリ蓋が開いている場合、Highを示すスイッチ
信号がシステム制御部３０に入力され、バッテリ蓋が閉じている場合、Lowを示すスイッ
チ信号がシステム制御部３０に入力される。
【００７５】
　システム制御部３０は、Highを示すスイッチ信号が入力された場合、バッテリ蓋が開い
ているため、バッテリ交換が行われたと判断し、バッテリ交換用パラメータで内視鏡装置
１を起動する。一方、システム制御部３０は、Lowを示すスイッチ信号が入力された場合
、バッテリ蓋が閉じているため、バッテリ交換が行われていないと判断し、デフォルトパ
ラメータで内視鏡システム１を起動する。
【００７６】
　このように、システム制御部３０は、電源がＯＦＦされた際の現在のパラメータ（制御
パラメータ）をパラメータ記憶部３１に記憶し、電源がＯＮされたときに、電源がＯＦＦ
された際の制御パラメータを使用するか否かを制御している。システム制御部３０は、バ
ッテリ交換を示す信号として、High／Lowが切り替わるスイッチ信号が入力され、入力さ
れた信号レベルに応じて、制御パラメータ（バッテリ交換用パラメータ）、または、デフ
ォルトパラメータで内視鏡装置１を起動する制御を行う。なお、バッテリ交換を示す信号
は、バッテリ蓋の開閉に連動したインターロックスイッチからの信号に限定されるもので
はなく、様々な操作によって生じる信号を用いることができる。
【００７７】
　なお、本明細書におけるフローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。
【００７８】
　本発明は、上述した実施の形態及び変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨を
変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００７９】
　１…内視鏡装置、２…挿入部、３…本体部、４…ＬＣＤ、５…記録媒体、６ａ，６ｂ…
着脱コネクタ、７ａ，７ｂ…湾曲ワイヤ接続機構、８…対物レンズ、９…ＣＣＤ、１０…
ＬＥＤ、１１…ワイヤ固定部、１２…サーミスタ、２０…プリアンプ、２１…ＡＦＥ、２
２…画像処理部、２３…タイミングジェネレータ、２４…ＣＣＤドライブ回路、２５…Ｌ
ＥＤドライブ回路、２６…湾曲制御部、２７…ＵＤ湾曲モータ、２８…ＲＬ湾曲モータ、
２９…ユーザインターフェース、３０…システム制御部、３１…パラメータ記憶部、３２
…電源ボタン、３３…電圧変換部、３４…画像記録部、３５…ＬＣＤコントローラ、３６
…バッテリ、４１～４３…領域、４４…バッテリ交換選択画面、４５…バッテリ交換ボタ
ン、４６…電源ＯＦＦボタン、４７…インジケータ。
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